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二
〇
一
五
春
闘
は
、
大
手
企
業
の
回
答
が

示
さ
れ
た
三
月
一
八
日
に
最
大
の
ヤ
マ
場
を

迎
え
た
後
、
こ
の
相
場
を
に
ら
み
つ
つ
、
中

堅
・
中
小
企
業
に
お
け
る
労
使
交
渉
・
協
議

に
舞
台
が
移
っ
た
。
こ
う
し
た
賃
金
交
渉
の

結
果
は
、
組
合
の
な
い
民
間
企
業
に
お
け
る

賃
金
決
定
だ
け
で
は
な
く
、公
務
員
給
与（
人

事
院
勧
告
）
の
ほ
か
、
非
正
規
雇
用
労
働
者

の
時
給
引
き
上
げ
に
つ
な
が
る
最
低
賃
金
の

改
訂
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
れ
ま
で
に
発

表
さ
れ
た
政
府
お
よ
び
労
使
な
ど
の
賃
上
げ

最
終
集
計
を
中
心
に
ま
と
め
る
。

厚
労
省
集
計
は
二
・
三
八
％
で 

一
七
年
ぶ
り
の
高
い
水
準

　

厚
生
労
働
省
が
七
月
二
八
日
に
発
表
し
た

平
成
二
七
年
の
「
民
間
主
要
企
業
の
春
季
賃

上
げ
要
求
・
妥
結
状
況
」（
資
本
金
一
〇
億
円

以
上
か
つ
従
業
員
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
労
働

組
合
の
あ
る
企
業
）
に
よ
る
と
、
妥
結
額
が

把
握
で
き
た
三
一
四
社
に
お
け
る
賃
上
げ
の

平
均
妥
結
額
は
七
三
六
七
円
で
、
前
年
（
六

七
一
一
円
）
に
比
べ
て
六
五
六
円
の
増
加
。

交
渉
前
の
平
均
賃
金
の
ベ
ー
ス
に
対
す
る
賃

上
げ
率
は
前
年
比
〇
・
一
九
ポ
イ
ン
ト
増
の

二
・
三
八
％
と
な
っ
た
。
賃
上
げ
率
は
一
九

九
八
年
（
二
・
六
六
％
）
以
降
で
も
っ
と
も

高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
（
図
）。

　

組
合
な
ど
労
働
者
側
か
ら
の
平
均
要
求
額

（
要
求
を
把
握
で
き
た
二
九
九
社
）
は
、
前

年
に
比
べ
て
一
九
六
九
円
増
の
一
万
五
八
七

円
だ
っ
た
。

連
合
は
賃
上
げ
・
一
時
金
と
も 

昨
年
上
回
る

　

連
合
が
七
月
一
日
時
点
で
ま
と
め
た
賃
上

げ
の
最
終
集
計
に
よ
る
と
、
平
均
賃
金
方
式

で
要
求
・
交
渉
し
た
組
合
五
四
六
九
組
合
の

妥
結
結
果
は
、
組
合
員
の
加
重
平
均
で
六
三

五
四
円
、
率
で
二
・
二
〇
％
と
な
り
、
前
年

同
期
に
比
べ
て
額
で
四
二
六
円
、
率
で
〇
・

一
三
ポ
イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
上
回
っ
た
。

　

賃
上
げ
と
同
時
に
年
間
一
時
金
を
決
定
し

た
二
三
六
八
組
合
が
妥
結
し
た
月
数
回
答
は

四
・
八
四
カ
月
（
昨
年
同
時
期
比
プ
ラ
ス
〇
・

〇
六
カ
月
）、
額
回
答
は
一
五
五
万
二
四
八

二
円
（
同
プ
ラ
ス
一
万
三
四
六
〇 

円
）
と

い
ず
れ
も
昨
年
よ
り
増
額
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
連
合
は
七
月
一

六
日
の
中
央
執
行
委
員
会
で
今
季
闘
争
の
ま

と
め
を
確
認
。「
回
答
水
準
に
つ
い
て
は
要

求
趣
旨
か
ら
言
え
ば
不
満
が
残
る
も
の
の
、

二
年
連
続
か
つ
昨
年
を
上
回
る
回
答
を
引
き

出
し
た
こ
と
は
、
経
済
成
長
と
整
合
し
た
賃

上
げ
の
流
れ
を
提
起
し
た
二
〇
一
四
春
季
生

活
闘
争
か
ら
の
流
れ
を
継
続
し
、
今
後
に
受

け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
る
」
と

総
括
し
て
い
る
。

　

な
お
、
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
（
全
労
連
、

純
中
立
労
組
懇
、
地
方
共
闘
な
ど
で
構
成
）

の
賃
上
げ
最
終
集
計
（
七
月
六
日
）
に
よ
る

と
、
加
重
平
均
の
賃
上
げ
回
答
（
五
六
四
組

合
、約
一
〇
万
人
）
は
、六
一
七
〇
円
（
二
・

〇
七
％
）。
前
年
実
績
と
比
較
可
能
な
組
合

で
は
、
単
純
平
均
で
額
回
答
が
プ
ラ
ス
一
〇

二
円
、
率
回
答
で
プ
ラ
ス
〇
・
〇
四
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。

経
団
連
、
一
七
年
ぶ
り
に 

八
〇
〇
〇
円
超
え

　

経
団
連
は
六
月
一
九
日
に
「
二
〇
一
五
年

春
季
労
使
交
渉
・
大
手
企
業
業
種
別
妥
結
結

果
」（
一
六
業
種
一
一
六
社
）
の
最
終
集
計
を

発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
大
手
企
業
の

ト
ピ
ッ
ク
ス

賃

上

げ

3

二
〇
一
五
春
闘
の
政
府
お
よ
び
労
使
に
よ
る
最
終
集
計

資料出所　厚生労働省「民間主要企業春季賃上げ要求・妥結状況」
（注）
1）�集計対象は原則として資本金 10 億円以上かつ従業員 1,000 人以上の労働組合のある企業のうち、妥結
額（定期昇給込みの賃上げ額）などを把握できた企業である。（2003 年までは、東証又は大証 1部上場
企業のうち、資本金 20 億円以上かつ従業員 1,000 人以上の労働組合がある企業である。1979 年以前は
単純平均、1980 年以降は加重平均。）�
集計企業数は、1964 年以前は約 160 社、1965 年以降は約 300 社（2015 年は 314 社）

2）定昇込みの数値である。

主要企業春季賃上げ率
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賃
上
げ
の
回
答
額
は
八
二
三
五
円
（
二
・
五

二
％
）
と
な
り
、
定
期
昇
給
と
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
（
ベ
ア
）
を
含
む
月
例
の
引
き
上
げ
額
が

一
九
九
八
年
（
八
二
九
三
円
）
以
来
、
一
七

年
ぶ
り
に
八
〇
〇
〇
円
台
を
超
え
た
。

　

業
種
別
で
は
、
自
動
車
（
一
九
社
）
が
九

五
〇
七
円
（
二
・
九
％
）
と
全
体
を
牽
引
、

機
械
金
属
（
二
社
）
で
も
八
六
四
一
円
（
二
・

九
五
％
）
と
高
め
の
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
三
業
種
が
前
年
実
績
を
上
回
っ
て

い
る
。

上
場
企
業
で
ベ
ア
実
施
が
三
分
の
二

　

東
証
一
部
上
場
企
業
（
一
八
四
〇
社
）
を

対
象
に
経
済
産
業
省
が
実
施
し
た
「
平
成
二

七
年
企
業
の
賃
上
げ
動
向
等
に
関
す
る
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
」
の
結
果
が
八
月
二
八
日

に
公
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
七
月
一

七
日
ま
で
に
回
答
の
あ
っ
た
八
一
七
社
の
集

計
結
果
で
は
、
今
年
度
に
賃
金
の
引
き
上
げ

を
実
施
し
た
企
業
の
割
合
は
九
四
・
五
％
と

な
り
、
前
年
度
（
九
四
・
〇
％
）
と
同
様
に

高
い
割
合
だ
っ
た
。

　

賃
金
を
引
き
上
げ
た
企
業
の
う
ち
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
実
施
し
た
企
業
の
割
合
は
前
年

度
の
五
二
・
七
％
か
ら
、
今
年
度
は
六
六
・

八
％
に
上
昇
し
、
ほ
ぼ
三
社
に
二
社
が
ベ
ア

を
実
施
し
て
い
る
。

　

ベ
ア
を
実
施
し
た
企
業
の
う
ち
、
ベ
ア
分

の
引
き
上
げ
額
が
「
二
〇
〇
〇
円
以
上
」
と

の
回
答
は
、
前
年
度
の
三
六
・
七
％
か
ら
今

年
度
は
五
四
・
六
％
に
上
昇
し
、
そ
の
割
合

が
約
一
・
五
倍
増
加
し
て
い
る
。

国
家
公
務
員
〇
・
二
七
％
の 

引
き
上
げ
勧
告

　

こ
う
し
た
民
間
の
賃
上
げ
動
向
は
、
今
年

の
人
事
院
勧
告
に
も
反
映
さ
れ
た
。
人
事
院

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
民
間
給
与
実
態
調
査

（
対
象
約
一
万
二
三
〇
〇
の
民
間
事
業
所
・

約
五
〇
万
人
）
の
結
果
、
賃
金
を
引
き
上
げ

る
動
き
が
拡
大
し
た
こ
と
受
け
、
今
年
四
月

の
民
間
の
月
例
賃
金
が
公
務
員
給
与
を
一
四

六
九
円
（
〇
・
三
六
％
）
上
回
る
状
況
と
な
っ

た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
人
事
院
は
八
月
六
日
、

二
〇
一
五
年
度
の
国
家
公
務
員
の
月
例
給
を

〇
・
二
七
％
（
一
〇
九
〇
円
）
お
よ
び
ボ
ー

ナ
ス
（
期
末
・
勤
勉
手
当
）
を
〇
・
一
カ
月

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
よ
う
国
会
と
内
閣
に

勧
告
し
た
。
月
例
給
と
ボ
ー
ナ
ス
両
方
の
引

き
上
げ
勧
告
は
二
年
連
続
の
こ
と
と
な
る

（
今
年
の
人
事
院
勧
告
の
詳
細
に
つ
い
て
は

Ｐ
36
ペ
ー
ジ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
参
照
）。

経
団
連
集
計
の
中
小
企
業
も
過
去 

一
五
年
で
最
高
の
賃
上
げ
水
準
に

　

春
闘
の
大
き
な
機
能
で
あ
る
中
小
企
業
へ

の
賃
上
げ
相
場
の
波
及
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
先
の
連
合
の
最
終
集
計
に
よ
る
と
、
組

合
員
数
三
〇
〇
人
未
満
の
中
小
組
合
の
回
答

は
額
で
四
五
四
七
円
、
率
で
一
・
八
八
％
と

な
り
、
昨
年
を
三
四
九
円
、
〇
・
一
二
ポ
イ

ン
ト
上
回
る
回
答
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
結
果
に
つ
い
て
連
合
は
、「
賃
金
相
場
の
底

上
げ
・
底
支
え
を
一
定
程
度
実
現
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
中
小
企
業
に
お
け
る
賃
上
げ
の

足
か
せ
が
、
大
手
と
の
取
引
問
題
に
あ
る
と

し
て
、
連
合
は
今
秋
に
「
中
小
企
業
に
お
け

る
取
引
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
、
実
態

把
握
を
行
い
、
必
要
な
対
応
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
経
団
連
は
七
月
三
一
日
に
中
小
企

業
業
種
別
妥
結
結
果
（
加
重
平
均
）
の
最
終

集
計
を
発
表
し
た
。
調
査
対
象
（
従
業
員
数

五
〇
〇
人
未
満
の
企
業
一
七
業
種
七
四
一

社
）
の
う
ち
、
四
六
三
社
で
妥
結
し
て
お
り
、

う
ち
平
均
額
が
判
明
し
て
い
る
四
六
一
社
を

集
計
し
た
。
平
均
賃
上
げ
額
は
四
七
〇
二
円
、

率
は
一
・
八
七
％
で
、昨
年
の
最
終
集
計
（
四

四
一
六
円
、
一
・
七
六
％
）
に
比
べ
て
、
額

で
二
八
六
円
、
率
で
〇
・
一
一
％
ポ
イ
ン
ト

そ
れ
ぞ
れ
上
回
っ
た
。
引
き
上
げ
額
・
ア
ッ

プ
率
と
も
二
〇
〇
〇
年
以
降
で
も
っ
と
も
高

い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

 

非
正
規
雇
用
の
賃
上
げ
動
向

（
１
）
地
域
別
最
賃
平
均
一
八
円
引
き
上
げ

　

春
の
賃
金
交
渉
・
協
議
の
結
果
は
、
地
域

別
最
低
賃
金
の
改
定
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。

　

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
目
安
に
関
す
る

小
委
員
会
（
委
員
長
・
仁
田
道
夫
国
士
舘
大

学
経
営
学
部
教
授
）
は
七
月
二
九
日
、
今
年

度
の
地
域
別
最
低
賃
金
の
改
定
目
安
を
全
国

加
重
平
均
で
一
八
円
（
二
・
三
一
％
、
昨
年

度
は
一
六
円
）
と
す
る
こ
と
を
と
り
ま
と
め
、

同
三
〇
日
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
に
報
告

し
た
。
ラ
ン
ク
別
の
引
き
上
げ
目
安
は
、
東

京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
大
阪
な
ど
「
Ａ
ラ
ン

ク
」
が
一
九
円
、
埼
玉
、
京
都
、
広
島
な
ど

「
Ｂ
ラ
ン
ク
」
が
一
八
円
、
北
海
道
、
石
川
、

福
岡
な
ど
「
Ｃ
ラ
ン
ク
」
が
一
六
円
、
青
森
、

沖
縄
な
ど
「
Ｄ
ラ
ン
ク
」
が
一
六
円
と
な
っ

た
。

　

こ
の
改
定
目
安
な
ど
を
参
考
に
各
都
道
府

県
の
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で
調
査
・
審
議

が
行
わ
れ
た
結
果
、
八
月
二
四
日
ま
で
に
改

定
答
申
が
出
揃
っ
た
。
神
奈
川
県
で
目
安
を

一
円
下
回
る
改
定
答
申
が
あ
っ
た
以
外
は
、

目
安
ど
お
り
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
ン
ク
で
目
安
を
一
円
上
回

る
答
申
が
一
府
九
県
で
あ
っ
た
。
改
定
額
の

全
国
加
重
平
均
額
は
七
九
八
円
（
昨
年
度
七

八
〇
円
、
一
八
円
の
引
き
上
げ
）
と
な
り
、

最
低
賃
金
の
表
示
が
時
給
に
一
本
化
さ
れ
た

二
〇
〇
二
年
度
以
降
、
現
行
制
度
下
で
最
高

の
引
き
上
げ
額
と
な
る
。

　

最
高
額
は
東
京
都
の
九
〇
七
円
で
、
最
低

額
は
鳥
取
、
高
知
、
宮
崎
、
沖
縄
の
六
九
三

円
。
最
高
額
と
比
べ
た
最
低
額
の
比
率
は
七

六
・
四
％
だ
が
、
昨
年
度
の
七
六
・
二
％
か

ら
改
善
し
た
。
こ
の
比
率
が
改
善
し
た
の
は

二
〇
〇
三
年
度
以
来
と
な
る
。
答
申
さ
れ
た

改
定
額
は
、
関
係
労
使
か
ら
の
異
議
申
出
に

関
す
る
手
続
き
を
経
て
、
都
道
府
県
労
働
局

長
の
決
定
に
よ
り
、
一
〇
月
一
日
か
ら
一
〇

月
下
旬
ま
で
に
順
次
発
効
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

（
２
）
連
合
で
は
一
六
・
七
八
円
の
引
き
上
げ

　

連
合
が
ま
と
め
た
七
月
一
日
時
点
の
パ
ー

ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
非
正
規
労
働
者
に

つ
い
て
は
、
時
給
の
平
均
賃
上
げ
額
は
五
・

五
〇
円
増
の
一
六
・
七
八
円
と
な
っ
た
（
二

九
三
組
合
の
組
合
員
数
加
重
平
均
、
平
均
時

給
は
九
一
七
・
九
三
円
）。

　

こ
の
結
果
に
つ
い
て
連
合
は
闘
争
の
ま
と

め
で
「
労
働
力
不
足
の
影
響
も
あ
る
も
の
と

認
識
す
る
が
、
均
等
処
遇
実
現
に
こ
だ
わ
っ

た
取
り
組
み
の
成
果
で
あ
る
と
受
け
止
め

る
」と
評
価
。
ま
た
、正
社
員
へ
の
転
換
ル
ー

ル
の
導
入
、
促
進
、
明
確
化
の
取
り
組
み
な

ど
も
中
小
を
含
め
て
積
極
的
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
と
し
、
今
後
は
「
非
正
規
労

働
者
の
処
遇
改
善
に
関
わ
る
取
り
組
み
事
例

の
共
有
化
を
進
め
、
雇
用
の
安
定
や
処
遇
改

善
を
進
め
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
の
時
間
額

の
引
き
上
げ
で
回
答
の
あ
っ
た
一
八
一
件
の

単
純
平
均
は
二
六
・
八
円
で
、
前
年
実
績
を

〇
・
二
円
上
回
っ
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）




